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平成 19 年 3 月期業績予想及び期末配当予想の修正に関するお知らせ 

   平成18年5月11日付当社「平成18年3月期決算短信（非連結）」において発表いたしました平成

19年3月期 (平成18年4月1日～平成19年3月31日)の業績予想及び期末配当予想を下記のとおり修

正いたします。 

記 

１．平成 19年 3 月期業績予想の修正                     （単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 当期純利益 １株当たり期末配当金

前回予想（Ａ） 1,520      76 74     1,000 円 

今回修正（Ｂ）     550    △ 409    △ 408         0 円 

増減額（Ｂ－Ａ） △ 970 △ 485 △ 482 △ 1,000 円 

増 減 率 △63.8％ － －     － 

 

２．修正理由 

当社が製造・販売しておりますマスク CD-SEM 市場は競合企業の参入により競争が激化し、

益々厳しい事業環境が続いております。当社は、新技術・新製品の開発に取り組み、複数の顧

客にアプローチをしてまいりました。海外顧客の多くが 1 月から新会計年度に入るため、1 月

以降 3 月までの間に数台の売上を計画いたしましたが、65nm 向けマスク寸法測定装置導入は

一巡し次世代の 45nm 対応機導入準備への端境期が継続し受注状況は好転せず、当初予想売上

を下回る見込みであります。また、昨年 11 月に新事業領域である LED 市場へ進出し新製品の

電子スタンパーEBLITHO を発売開始いたしましたが、当期の収益への貢献は見込めない状況

にあります。 
通期業績の予想数値に関しまして、受注減少の状況のなか原価率の改善や経費削減に努めて

おりますが、上記の理由により売上、損益ともに大幅な減額修正となり売上高550百万円、経常

損失409百万円、当期純損失408百万円の見込みに修正させて頂きます。 

上記に伴い、当初 1 株当たりの期末配当金を 1,000 円と発表しておりましたが、誠に遺憾な

がら見送ることとさせて頂きます。 
 

３．参考：前期の実績                           （単位：百万円） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 １株当たり年間配当金

通期 （17／4～18／3） 974 △143 △260 1,700 円※ 

※ うち中間配当金は1,700円です。 

  

※ 上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、実際

の業績等は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。        

以  上 


